




































































 授業は 2011 年後期の 1 学期の授業で，全 15 回である。受講者は 28 人で全
員 4 年制大学の 1 年生で，日本語能力は上級である(表 1 を参照)。 
 
表 1 受講者情報 
学部別 人数 出身国別 人数 性別 人数 
経済 9 中国 11 男子 13 
経営 4 韓国 17 女子 15 
商 5     
文学 5     
ネットワーク情報 3     
人間科学（心理学） 2     



















 受講する 28 人の留学生全員に座長を体験する機会を与えるため，毎週の授
業では留学生を 2 人 1 組とし「座長」を務めさせた。テーマの提示に関して
は，「座長」である 2 人によって決めてもらうことにした。「座長」がテー
マに関する背景知識を事前に調査し発表を行う。その上，受講する留学生全
員を 2 グループに分け，それぞれのグループに「座長」1 人を配置する。「座
長」はグループ討論の進行役として，最後に討論によって得られたグループ
の意見を纏めて報告を行う。具体的な授業の進行について図 1 を参照する。 
 










































 1 学期終了時点で全 15 回の授業内容は(表 2)のようになった。 
 
表 2 テーマ 
授業回数 内  容 
1 授業内容，成績の評価基準の説明 
2 日本語の「すみません」の意味について  
3 日本人の心－「本音」と「たてまえ」     
4 捕鯨は本当に悪いのか 
5 草食男子と乾物女子            
6 日本の核家族について          
7 日本の TPP への参加について       
8 日本のアニメ・ドラマ・映画 
9 日本の普天間問題             
10 割り勘について               
11 日本の年金問題              
12 日本の働き方について 
13 日本の原発問題 
14 日本の地域格差             






 例えば，7 回目の「日本の TPP への参加について」や 11 回目の「日本の
年金問題」，13 回目の「日本の原発問題」などのような難しい社会問題にも
一歩踏み込んだ問題意識を持ち，しっかりと意見を出し合って討論を行った。 
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